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日立 rfffl クッ丰ングヒーター I 家庭用 


取扱説明書•料理集 


型式 HT - A 20 WS (シルバータイプ） 


トッププレート幅 75 cm 


型式 HT - A 20 VVFS 


(シルバータイプ） 


トッププレート幅 75 cm 

(レンジフード連動システム付） 


保証書 • 設置工事説明書別添付 


このたびは日立^クッキングヒーターをお買い上げいたださ、まことにありが 
とうございました。 この取扱説明書をお読みになり、正しくお使いくだをい。 

お読みになったあとは、 J 保証書 W 設置工事説明書、，ご相談窓□ととちに大切に 
保存して < ださい。 .ぶ!越非.:. , 


「安全上のご注意」 [>P.6 〜9〕をお読みいただき、正しくお使いください。 
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大义カタフルオールメタル巧応 
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ごほ用になる前に 

大义カダブルオールメタル巧応 (左ち I H ヒーター) 

•アルミ-銅鍋で 2.6 kW 、 鉄やステンレス鍋 
加熱で 3.0 kW の大火力だから、使いなれた 
金属鍋で思い通りにクッ丰ング 


アルミ•銅鍋は鉄鍋に比べて、約 so - 
so % 乂力が弱 < なります。 



IH 加熱の原理（イメージ図) 


コイルに電流を流すと磁力線び発生します。 
この磁力線の中に鍋を置<と鍋にうず電流 
び発生し、鍋の電気抵巧によって鍋自体び 
発熱します。 


ラず電流 


磁力線 


加熱コイル 


トッププレート 


ワイド&ビッグ r ケムレスかなしグリル J 


•さんま5尾を一度に焼き上げ。 S 6 cm (1 0インチ) 
のピザら丸ごと焼ける 

•おいしく焼けて手間いらず r 水なし自動両面焼さ」 
•気になる煙•においをカット r 脱臭機能付」 

•調理後、庫内にこもるにおいを分解 
「ナノチタン消臭」 


ネオ料の温度、大きさ、置く位置によ 
つて、焦げ目びつきにくい場合びあ 
ります。焼き色び薄いときは追加焼 
さをして < ださい。 glsIETn 



操作をラクラク 


音声ガイドでわか D やす< 


•すぐに使いこなせる 

「ナビ付きワンタッチ火加減操作」 

参奥まで取り出しやすく、開閉しやすい 参自動調理終了時や安全機能が 

「フルオープン&スムーズ開閉グリルドア」 働いたとさに音声でお知らせ 

•[0 クッ丰ングヒーターの運転に合わせて 
別売のレンジフードが自動で運転（停止） 

「レンジフード連動システム」 
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を< じ 


•各部のなまえ-操作パネル-付属品……- 

•安全上のご注意 . 

•山山クッ丰ングヒーターでの調理の手順- 

•使える鍋などを準備する . 

•知っておいていたださたいこと . 


•IH ヒーターで調理をする 

-ゆでる-煮る-蒸す-焼く -炒める-温める… 

•揚(巧 . 

-保温 . 

•IH ヒーターで自動調理をする 

-自動湯わかし . 

-自動炊飯 . 

•中央ヒーターで調理をする 

• 温める . 

•グリルで調理をする 

-グリル調理のポイント . 

. グリルで自動調理をする . 

. グリルで手動調理をする . 

-追加焼さをする . 

•便利に使う 

. タイマーを使5 . 

-操作を□ックする . 

.音声の音量設定.聞さ直し . 

. レンジフード連動システムを使う . 

. メ□ディーをブザーに切り替える . 

参お手入れ . 

•故障かなと思ったら- 


•仕様 . 

•火力の目安について . 

•保証と アフターサービス I 


仕様•その他 


音声ガイドは、音量の調 
節や聞き直しびでさます。 
必要でないとさは、切る 
ことらでをます。 

口 Mcna 


料理集 


44〜57 


長 < お使いいただ < ために 


通電してしば!5 くの間、 
前回の調理で ヒーターに 
付いた脂び加熱され、に 
おいや煙が出ることがあ 
ります。 


受皿に水を入れないでく 
ださい。 


鍋の加熱び早いので、お 
料理の仕上がり具合を見 
なび5乂力-時間を調節 
して< ださい。030 


使いかた 


鍋の形状や重さによって 
乂力び弱<なることびあ 
りまず。 


使用の肌に 


4 6 〇 C\J 4 


112 22 2 2223 33333 




说说朗3 







































さ部のなまえ-操作パネル-付属品 


左 IH ヒーター (3kW) 


中央 ヒーター 
(1.2kW) 


ち IH ヒーター (3kW) 
吸•排気 カバーに枚） 


凸マーク （4 箇所) 

目の不自由なちび、 

鍋をヒーターの中 
央に置くための目 
安です。 


グリル ヒーター 

焼網 - 

受皿 - 

グリルドア —— 
とつて - 


仲に吸•排気□びあります。） 



上面操作パネルのはた5を 


※送信部はレンジフード連動システム付のみ 


送信部※を IH ヒーター表示 中央ヒーター高温注意表示 ち IH ヒーター表示送信部※ 



を IH ヒーター操作部 I ち IH ヒーター操作部 


左•ち IH ヒーターを 使ラ 


IH ヒーターの r 乂力」「調理 メニュ ー 」 r タイマー」の 設定、 IH ヒーターの 通電 スタート •切を 
巧いまず。 

♦乂力設定、メニュー、運転状態などを表示します。 

•乂力、メニューなど設定後、30秒 m 内に通電をスタートしないと、設定は取り消されます。 
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->P.OO は主な説明のあるページでず。 
《•イラストは、 HT-A20W 巧で説明してしほす。 




使用するとさは、 
巧の中央（マー 
ク部）ぞ巧して 
くださし、。 


♦天ぶ 5锅 （ 1 旧)揚げもの調理をするときに巧いまず。 
《他の锅理(炒めもの•おものなど）に使巧しなし、でください。 


め 1 80加(約 1 合）♦計里カップ （ 1献自動の巧の米の計 S ち用に®います。 
部品の交換•追加購入 


吕006年12巧現を 


巧巧ち 1 

巧 B 番巧 

お m 饰備 

烧拥(巧な a 描， 

HTB-A9S010 

1. 57已円(悅巧し500円） 

受皿(鄉澗品） 

HTB-A9S012 

2夕吕0円(巧巧吕 .400 円） 

天ぷら巧 ! 

HTW-4DF 024 

2.625円(巧巧を500円） 


グリル•中央ヒーター表示 「 操作ロック表示 





グリル•中央ヒーター操作部 


f グリルと中巧ヒーターは同時に使用できません。 


グリルの r 乂力」「調理メニュー」「タイマー」の設定、 
グリルの通電スタート•切を巧いまず。 

中みヒーターの「乂力」「タイマー」の設定、中央ヒー 
夕一の通電スタート•切を巧いまず。 

•义力設定、メニュー、をち状おなどを表示します。 



ニュー、を巧状胺 
—など設定を、グ! 


\ 電源の入•切を巧います。 

I •スタートさせずに30分間な置する 
と自動のに巧源び切れまず。 



グリルをクリーニングずる 


グリルを使う_ 

中巧ヒーターを使ラ 


操作を□ックする 


音青を使う 


レンジフードを使ラ 


巧原 


前面操作パネルのはた5を 


各部のなき子操作バネル • 付屋 S 


已 




























































※この沒翻ま一板家庭用でず。業務用にはお使いにな5ないでください。 


お使いになる人や、ほかの人へのを害、財産への損害をモがに防止ずるため、お守0いただくことを、巧 
のように説明していまず。また、本义中のま意事項についてもよくお読みのうえ、正しくお使いくださし、。 

■ここに示したま意事頂は 

表示内容を無視して誤った使いちをしたときに生じるを害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明して 
いまず。 


A ち険 
A 警告 


この表示の欄は、「死 t また 
は重傷を負ラ危険び差し迫る」 
内容です。 


この表示の欄は、「死!::また 
は重傷を負ラことが想定され 
る」內容です。 


この表示の柄は、「傷害を負 
A ろ芦 ラことが想定されるか、または 
ム？ A / X 巧な物的損害の発生ろ觸定される」 
內容です。 


給表示の例 


してはいけない r 禁止 J 内容でず。 


〇 実行しなければならない r 指示 J 內容 
巧。 



•义災•感電•けびの原因にな0まず。 



♦义災*感電 • けびの原因にな0まず。 


据付のとさは 



0 


アースを 確実に取り付ける 

アースの取り付けは、 巧 気 工事 店または販売店にご相談ください。 


蛋源コードやプラグが傷んでいたり、コンセントの差し込みびゆるいときは使用しない 





















の 警告 


♦义災の原因にな0ます。 


揚げちの調理中は 


0 


♦揚げをの調理中はそばを雜れない。 

♦付属の天ぷら銷 L ソがは絶対に使わない。 

銷底び変おしたをのは使わない。 

参鍋はヒーターの中央に置いてください。 

♦必ず揚げちの温度コント□ールを使用し、付巧の天ぶ 
5錯で調 S してください。 (- » P .18 ) 

参 油は 50 Og (560mL) 未満では調理しない。 

抑ま50 Og (560 mL ) 〜80 Og OOOmL ) の囲で調理してくださ 
しん装び這ったり巧•びがないと、おび道熟され発义する恐れびあり 
ます。まだ蛙わみすぎると、あ&れて刊だやが触源圆こなり巧。 
♦油煙がをく出たら電源を切る。 



>■ がめもの•焼をちのなど油を使ラ料 a をずると 
きをそばを難れないでください。また、加熱し過 
ざないよラに义力を調節してください。 


トッププレートの上は 


0 


♦トッププレートの上に柔ったり、物を落としたり、衝擊を加えない 

万一ひびび入ったり割れた場合は、電源と専用ブレーカーを切って 
使用を中止し、すぐに修理を依頼してください。 

♦トッププレートの上に銷、やかん、フライパンなどの調 
巧器具がのものおよびカセットコン□•ボンベなど鍋 
lu パのものは置かない 

参トッププレートの上に物を置かない 
下記の物は特にを惠してください 
-可燃物や引义物 

ふきん•お-アルミホイル-油など 
-磁気のお巧を受けやずいちの 

キャッシュカード、磁気テープ、自動改札用定期券、時計、ラジオなど 




本巧は 

0 


•吸-が気カバーやずさ間にピン 
や針金などの異物を入れない 
♦吸•排気口に指を入れない 
♦子供など取り扱いに不慣れな方 
だけで使用させたり、乳幼児に 
触れさせない 

♦カーテンなどの可燃物の近くで 
使用しない 

♦本術こ水をかけない 


使用をは 


〇 


♦使用をは電源を切る 
使わないとさは、前面操作バネル部を収 
納して巧源を切ってください。 

長期不在のとをは専用ブレーカーを切っ 
て < ださい。 



B 安全上のごま意 
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♦消义するまでグリル 
ドアを開けない （空 
気び入り、炎び大さくな0 
まず。） 

①電源を切る 
③吸•排気カバー全体 
をめれたタオルでふ 
さぐ 

※このとさグ U ルドアの 
周囲から煙び出ます。 
⑤専用 ブレーカーを 切る 
※グ IJ ルドア（ガラス窓) 
に水をかけない。（ガラ 
スび割れます。） 



グリル ffi 用中に 


ほ用中(調理中)•巧用をは 

0 ♦鍋は不安定な巧態で使用しない 
♦鍋の下に紙やシートを敦かない 
♦吿詰やアルミ製容器やパック（ラどん等び入った簡 
易容器）、アル S 宿など、銷むがのちのを置かない 
スフーンなどの金属製 ル 物を置かない。 

♦他の器具（ガスコン□など）であらかじめ加熱 
した油を使わない 

揚げちの ミ 豆度コントロールび正しく働かず、異常過 
熱することびあります。 

参本体前方に物を置かない 
♦空だをや必要 L ソ上に加熱をしない 
築底の巧いちの、反っているフライバンや錫は強乂で予熱 
するとホ熱する場合びあ0ます。空ださなど異常に高温に 
なった場合、トップフレートび変色することびあります。 
参义気を近づけない 

♦の•排気カバーをふさいだり、の•耕気カバー 
付近に手、顔、鍋のとってを近づけない 
♦トッププレートの表示部や上面操作パネル部の 
上に、熱い銷などを置かない 
♦ トップフレート①上に直接食ネオを置いて調理しない 
♦使用中は本化か！5離れない 
♦使用中や使用後しば5 くはトッププレートやグ 
リルドアおよび庫内などの高温部に触れない 
•鍋•鍋のとってなどの高温部に触れない 

© ♦揚げもの調理中は、飛び散る油にま意する 

♦少量の曲を入れて予熱ずる時や予熱のをで油 
を入れる時は加熱し過ざないよラにま意ずる 
発火の恐れびあります。 

♦油煙び多く出た！5電源を切る 
•シチュー、みそ汁などを煮たり温めたりずる 
ときは义力を弱めにし、とをどをかを混ぜる 
水や II 理物を加熱してしぶと縣潮とうにおび散ることびあります。 


まを上のご注意 (つづさ） 




巡な 意 


参义災 • 感電 • けびの原因にな0まず。 


使用ずる方は 


〇 


，こ、腺用ぺースメーカーをお使いのちは、 
本製品のご使用にあたって医師とよ 
くご相談ください 

本製品の動作びペースメーカーに影涅を 
ちえることびあります。 


0 


調理 L ソパの用途に使用しない 


理た源で 
周一昏負 

P L W 

に义に手 
中発ぐの 

ET が合切义 
グ物場を消 


〇 
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グリルを使用するとき 


Q ♦使用中や使用をはグリルドア（ガ 
ラス）に水巧かけない 
奋温になっているところに水をかけ 
ると割れる恐れびあります。 

♦グリルドアを持って巧いよく引き 
出したり、持ち上げなが6引き出 
した0またグリルドアやレールに 
上か 5 強い力を加えたりぶ 5 さが 
5 ない 

グ U ルドアや受皿-焼巧などび落下 
して、やけどやけびをした D 、 破損 
の原因となります。 


♦受皿には、例えばか、アルミホイル • 
クッキングシート • 才ーブンシート • 
グリル石などを入れて使用しない 
油び週熱し、発煙-発义する怒れや 
自動調理びラま<でさないことび友 
0ます。 


0 

〇 


♦同じ食品を繰り返し調理しない 
♦み■の調理物を長時間調理しない 

発煙-発火する恐れかあ0ます。 

•使用中や使用をは、グリルドア、 
焼網、受皿、レールは离温になつ 
ているので、お手入れをするとを 
は十分をえていることを確認し 
てか 5 巧う 


•グ IJ ルの庫内やレール•ホルダー 
や受皿は、魚などの脂びたま 5 な 
いよラ使用の都度掃除し、定期の 
にお手入れをずる 
※続けて使用するとをは、受皿にた 
まった脂を捨て、巧れをきれいに 
落としてください。 


お願い 


Q •トッププレートの上で、阻ジャー 
炊飯器など電磁誘導加熱の調理 
機器を使わない 

磁力線によ0本製品び故障する原因 
とな0まず。 

♦キャビネット（本化左ち•下側）に 
調昧料•食品などを担かない 
が熱により、調な料 • 食品などのを質 
の原因となります。 


♦前面操作パネル部に煮汁などを 
付けたまま収納しない 
煮汁が固まって前面操作パネル部が 
開かなくなる恐れびあります。 

♦プレートワク巧 a 巧でこすったり、 
プレートワクに热い细を H かない 
ステンレスの傷付さ-変色の原因と 
なります。 

争!-ジブプレートの上に»のふたを■かない 

义が-故巧の原因 
53$ヒーターび入ると加なされます。 


Q 


♦を•も IH ヒーターは磁力綻び出て 
いるため、磁気に弱いものを近づ 


けない 

• ラジオ•テレビ•補巧器など（雑音の 
原因） 


ード•磁気テープ•自動 


〇 •酸の強い食品がついた場合はす 
ぐふをとる 

ジャム、レモン汁•梅を使った食品など 
を放置すると、トッププレート、プレート 
ワクび巧色する原因とな0ます。 
♦ビルトインオープンレンジと絹み 
含わせて使用の場台、グリルドア 
のとっての温度にま煮ずる 
オープンレンジの排気でグ U ルドアの 
てが熱くなる場合びありまず。 
クッキングヒーターを使ってい 
な < てを、オーフンレンジを使ラとの • 
排気カバー部びお<なる巧合びあ0 
ます。 












团クッ丰ングヒーターでの調 11 の手順 


揚げる 


保温 


温める 



[今 P .12 〜 13 J 

鍋底が平らで直径が 
〜 26 cm の鍋、や 
かん、フライパンなど 

アルミ•銅鍋は鍋底 
が平らで直径が15〜 
S 6 cm の鍋、やかん、 
フライパンなど 


鍋底が平らな付属の 
天ぷら鍋を使う 


鍋底が平らで直径が 
1 S 〜 26 cm の鍋など 


鍋底が平らで直径が 
1 S 〜1 8 cm の鍋など 


材料を鍋な 
L どに入れ、 
m ヒーターの 
^中央に置く 


材料を焼網に載せる 






グリル 



鍋底が平らで直径が 
1己〜 23 cm の鍋な< 


鍋底が平らで直径が 
18〜 20 cm の鍋など 



材料を鍋な 
どに入れ、 
ヒーターの 
中央に置く 


材料を焼網に載せる 


使える鍋など 


使えるヒーター 


調理の種類 


調理（ヒーター）にあった鍋などを準備ずる 


る るる 
でるす V めめ 
ゆ煮蒸焼炒温 


お好みで調理ずる ■自動で調理ずる 
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•綱は— 保温、自動湯わかし、自動炊飯にはアルミ、銅鍋は使えません。 


調理にあった义力、または 
メニューを設定し通電する 




調理のあとは 



左•ち IH ヒーター操作部 


m 


A 


こ-二 j ) 


お‘ 


— ^ ~ T - 


- 電源 


グリル•中央ヒーター操作部 


左•ち IH ヒーター•グリル 


左•ち IH ヒーター P .1 6〜23 J 
グリル し- » P .2 曰〜 30] 

〇 電源を入れる 


の/入 


@ 乂力またはメニューを選ぶ 

とろ乂 I 弱义 中乂 I 強义 I Q 


© 通電をスタートする 



切/友- 卜 



の/スタ-卜 

左•ち IH ヒーター 

グ U ル 


中巧ヒーター 


〇 電源を入れる 


今 P .24 



口 

電源 


の/入 



中央 ヒーターを 選ぶ 


の/ス外 


@ 火力を押し、通電をスタートする 

囚 


■調理の仕上がり 
具合に合わせ、 
乂力を調節する 



(の/を- 卜） 

左•ち IH ヒーター 


の/が卜 

ブ LU 

レ 


•自動で調理しまず。 
メ □ディーが鳴り、 
自動的に通電を停止 
しまず。 

•自動グリル調理で焼 
さが足りないとさは 
追加焼きを巧ってく 
ださい0 口 MCtfl 
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I 続けて使わな 
いとをは電源 
を切る 



■お手入れする 

「今 P .34 〜 37 J 

参トッププレート 
参プレートワク 
参吸•排気カバー 
•操作パネル 
•グリル部 


HI クッキングヒ—夕—での調理の手順 


















































































